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平成２７年度第５回公立大学法人熊本県立大学経営会議 
議  事  録  

 
 

１ 日 時：平成２７年１２月２２日（火）午後１時３０分～午後２時５０分 
場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室 
出 席：理事長     五百旗頭真  

副理事長（学長）古賀 実 
理事（事務局長）仁木 徳子   
理事      小栗宏夫※  

委員      石原靖也 
委員      閌 幸 枝 
委員      丸本文紀 
委員      中村博生※ 
※印は、公立大学法人熊本県立大学経営会議運営規程第３条第１項の規定に基づく書面での意思表示による出席者。 

欠 席：なし。 
事務局：髙山次長、花村企画調整室長、福永総務課長、元島教務入試課長、

福島地域連携・研究推進センター事務長、坂本学術情報メディアセ
ンター事務長、山瀬総務課総務班長、山田企画調整室参事 

 
２ 開会（進行：髙山次長）  

   

３ 理事長あいさつ 
 
４ 議題（議長：五百旗頭理事長） 
（１）審議事項 

① 認証評価の受審に向けた自己点検・評価について 
事務局から、資料１により、学校教育法に基づいて、認証評価機関による

評価を、平成２８年度に受審することとしていること。このため、平成２６
年度から学内で自己点検・評価に取組み、報告書（案）をとりまとめたこと。 

評定としては、基本的には「Ａ」としているが、8 社会連携・社会貢献が
「Ｓ」、4-(1)教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針＜総合管
理学部＞＜アドミニストレーション研究科＞の項目が「Ｂ」、4-(4)成果＜文
学研究科＞の項目が「Ｂ」、5 学生の受け入れ＜文学研究科＞＜環境共生学
研究科＞の項目が「Ｂ」としているといった説明がなされた。  

 

学長から追加説明として、ⅰ）社会連携・社会貢献については、教職員が
一丸となってＣＯＣやＣＯＣ＋などに取り組んだ結果であること、ⅱ）総合
管理学部、アドミニストレーション研究科については、見直しの検討が遅れ
た部分はあるが、前向きな提案ができる見込みであり、大学院と連携した改
革が進むのではないかと期待していること、ⅲ）英語英米文学専攻博士後期
課程において修了者を輩出していない件については、研究指導の面等にも課
題があると見ていること。前期課程についても、収容定員に対する在学生の
割合が低いという点については、なかなか難しいことではあるが、定員充足
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に努めるよう研究科にはお願いをしていること、ⅳ）一方、環境共生学研究
科においては、収容定員に対する在学生の割合が高いということだが、これ
については、研究指導に当たる教員の数などについてはきちんと整備をして
いるということ。問題点としては、社会人向けの長期履修制度について、短
期で一定のところまで到達しない人が５～６年かけてもうまくいかないと
いう状況があり、指導する側も、時間があるために油断が出ていることも考
えられる。年限を切って研究を完成させるというのも大事と考えている、と
いった説明がなされた。  

 

委員から、自治体との包括協定について質問があり、学長から、現在、２
０の自治体等と包括協定を締結しており、代表的なものとして八代市とトマ
トフェスタやオール地産地消ということでピザプロジェクトといったこと
をやっていると説明がなされた。  

 

また、基本的には英語英米文学については、学生が、大学院を出た後の次
のステップが見えにくい。今後、ますます人気が下がっていくことも見込ま
れるなか、学生のニーズとの間にずれが出てきているのではないか、といっ
た意見が出され、学長から、学生のニーズとしては英文学の研究というより、
英語運用能力というか実際に使える英語を勉強したいというものもある。本
学では国際線のキャビンアテンダントになる卒業生も多い。また、就職のこ
とを度外視しても、文学については日文も英文も一定のニーズがある。小さ
な大学ではあるが、そういった就職に向けたニーズにも研究者養成にも対応
できるよう頑張っていきたいと考えていると説明がなされた。  

 

その他、熊本に若い人を増やすことが地方創生には重要であり、できるだ
け熊本に残るよう地元企業とのマッチングなど就職指導をして欲しいとい
う提案が出された。  

 

理事長からは、「Ｓ」が１つということだが、科研費の申請状況であると
か、ＣＯＣであるとか、管理栄養士合格率、英語合宿の取組みなど良き努力
をしていることを積極的に発信していくことが大事であるとの意見があり、    

学長から、9-(2)財務の所については、外部資金、競争的資金が上がってくる
ところなので、ここは「Ｓ」に近いとも考えられるので、検討したいとの話
があった。  

 

 
  ② 教員採用に係る枠取り（食健康科学分野）について 

学長から、資料２に基づき、食健康科学分野における１人の教員採用に係
る枠取りについて説明があった。 

 

       審議の結果、案のとおり承認。  
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（２）報告事項 

① 副学長の選考について 

  学長から資料３に基づき、津曲隆副学長の再任を報告。 

 

② 総合管理学部の新教育課程について 

  事務局から資料４に基づき、総合管理学部のあり方検討委員会で検討している新

教育課程（案）について、報告。 

 
   

 

５ その他  

○ 理事長から、経営会議の委員については来年３月末で現在の任期が終了す
るが、閌委員については、紫苑会役員改選があるということで、次の方に委
員就任を依頼するということ、石原委員、丸本委員については、引き続き委
員を務めていただきたい旨の話があった。  

閌委員からはそれで良い旨の了解をいただき、石原委員、丸本委員から 
は次期についても委員就任の了解をいただいた。  

 

○ 次回経営会議は、平成２８年３月１６日（水）１４：３０開始予定である
ことを確認した。 

 
 
 
６ 閉会  

以 上 

 


